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地域の人々との協働の有意義性
ＴＵＩＮＳ

学生にとって

• 住宅関連の業界の最新知識を直接取得する機会となる。
• 関連企業や地域の方々との意見コミュニケーションとる必要性から、
コミュニケーション能力を養うことができる。

• 地域の問題を考える機会となる。また発想した考えが、どうすれば新
しいビジネスや地域活性化につなげていくことができるかを実践的に
考える場となる。



地域の人々との協働の有意義性
ＴＵＩＮＳ

教育機関にとって

• 地域を実践フィールドとして、地域再生に取り組む研究活動は、地域
を理解し、地域に役立つ人材の育成に直接的効果がある。これにより
地域に根差した教育機関としての役割を果たせる。

• 研究成果が提供されることにより、その後の地域活動に役立つ。
• 若い学生の発想や行動が直接地域活性化になる。

地域の人々にとって



「カーサ小院瀬見」について
ＴＵＩＮＳ

• 小院瀬見は南砺市の南西に位置する限界集落であり、「カーサ小院瀬
見」は循環型農村の構築や地区の活性化を目指して活動しているグルー
プである。グループのリーダーは南砺市の周辺にいくつかの空家を所有
しており、この度、「一般社団法人CASAつむぐプロジェクト南砺」を
立ち上げ、その空家を地域の活性化のために役立てようとしている。



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



北陸中日新聞・北日本新聞 ＴＵＩＮＳ



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



ゲストハウス絲 ＴＵＩＮＳ



ゲスト
ハウス
絲

ＴＵＩＮＳ

月額 年額
リネン ¥2,850 ¥34,200 6月まで予約なし
電気 ¥5,500 ¥66,000 7月-9月宿泊
水道(5月～10月無料) ¥3,800 ¥22,800 10-12月織物
家賃 ¥22,000 ¥264,000 持続化給付金
火災保険 ¥1,333 ¥16,000
賠責保険 ¥1,500 ¥18,000
インターネットサーバ
通信費
ホームページ ¥1,250 ¥15,000
灯油 ¥5,800 ¥23,200
町内会費 ¥666 ¥8,000
消耗品
合計 ¥49,699 ¥527,200

¥5,000 ¥60,000

支出

合計

月額 年額
¥34,200 6月まで予約なし ¥0 ¥0
¥66,000 7月-9月宿泊 ¥33,600 ¥100,800
¥22,800 10-12月織物 ¥20,000 ¥60,000

収入



福光町 ＴＵＩＮＳ



研究スキーム ＴＵＩＮＳ



ATTARAMONNI（アッタラモーニ） ＴＵＩＮＳ



福光町の人口推移 ＴＵＩＮＳ



福光町の人口構成 ＴＵＩＮＳ



福光町の人口構成 ＴＵＩＮＳ



西太美地区の歴史 ＴＵＩＮＳ

西暦 出来事
784 泰澄大師が真言密教を広めるために医王山48ヵ寺を開いた
1390 この頃才川城が築かれた
1619 この頃才川の7つの村が合併し才川七村となる
1870 才川七村は町村制の実施により太美郷16村の中に入る
1889 西太美村が誕生する（小院瀬見・才川七・土生・嫁兼の一部・小二又・天池出・南広谷・糸谷新・香城寺）
1907 養蚕が盛んになり繭糸の揚辺をはじめる
1915 小学校で養蚕をする
1952 町村合併により福光町が誕生
2004 合併で南砺市となる



西太美地区 ＴＵＩＮＳ



西太美地区 ＴＵＩＮＳ



西太美地区 ＴＵＩＮＳ



山ぶどうワインヒアリング ＴＵＩＮＳ

年 出来事
きっかけ ぶどうの木を持っていて、趣味でワインを作っていた。
平成5年 所有者が高齢で継続が難しいので有志を集めて本格的に始めた。
平成27年 山ぶどうを地域活性化に繋げるために本格的に栽培を開始した。
平成28年 専門の先生に教えてもらう
平成29年 豪雪で山ぶどうが全滅した
平成30年 山ぶどうワイン「アッタラモーニ」を販売した
令和2年 去年の4倍の1600本を出荷し、精力的に市場に売り込んでいる
令和4年 地元産100％のワインを目指している



無農薬トマト ＴＵＩＮＳ

きっかけ 粟野秀さんは農業に関する知識を勉強して、趣味で自然栽培を作っていた
平成29年 耕作放棄地だった地面をお借りしてビニールハウスを建た
平成30年 トマトの作付けをはじめた
平成30年 無農薬トマト「粟土舎」を販売した

リーフレット冊子やホームページの作成する
無農薬栽培農家の紹介、販路の共有で販路の拡大する
農産物配送の負担軽減や地域資源活用堆肥製造販売の取り込みなど

今後展望

出来事



無農薬米 ＴＵＩＮＳ

きっかけ 農薬を使うことに疑問を持って、15年程前に自宅用の無農薬米を作っていた
定年後
10数年前 循環型里山を守るために耕作放棄田で、自然栽培による米づくりをはじめた
平成27年 自然栽培米に取り組みはじめた
平成27年12月 「奇跡のリンゴ」の木村秋則氏の指導による「のと里山農業塾」を受講した
平成28年11月

出来事

更に面積を広げ無農薬の田んぼを始めようと決めていた

修了された



調査・ヒアリング ＴＵＩＮＳ



図面作成 ＴＵＩＮＳ



ワインバー廻りの提案 ＴＵＩＮＳ



インテリアイメージの提案 ＴＵＩＮＳ



照明計画の提案 ＴＵＩＮＳ



富山新聞

北日本新聞

ＴＵＩＮＳ



リノベーション工事 ＴＵＩＮＳ



バーカウンターとワインラック ＴＵＩＮＳ



外部照明計画 ＴＵＩＮＳ



汚れを隠す照明計画 ＴＵＩＮＳ



照明計画 ＴＵＩＮＳ



ころがしをスタント照明に ＴＵＩＮＳ



西太美地区 ＴＵＩＮＳ



アッタラモンニ ＴＵＩＮＳ



無農薬トマト・無農薬米 ＴＵＩＮＳ



工事項目と金額 ＴＵＩＮＳ

工事項目 費用
大工 1,710,000
内装 660,000
配管 660,000
電気 210,000
板金 210,000
厨房衛生 610,000
家具 450,000
エアコン 100,000
ワインセラー 80,000
看板 200,000
絵 100,000
照明 300,000
合計 5,290,000



才川７竣工 ＴＵＩＮＳ



才川７竣工 ＴＵＩＮＳ



才川７竣工 ＴＵＩＮＳ



無農薬トマト・無農薬米 ＴＵＩＮＳ



まとめ ＴＵＩＮＳ

• コロナ禍の状況下、経営は大変厳しい状況で成り立っていない。工
夫して少しでも売り上げを伸ばす努力をしている。

• この状況が続けば、ゲストハウスの運営は難しく、方向転換が望ま
れる。→ 地域で活用される特色あるレストラン、シェアハウスな
どが想定できる。

• 3名の学生はこのプロジェクトを卒業研究とした。地域の歴史、人口
動態、空家の状況の調査、地域で活動する人々の活動の調査を行っ
た。 → これらをパネル展示として、「才川７」に展示したが、
地域の状況を来訪者に理解してもらうのに大変有効であった。これ
は我々のノウハウとなっている。

• 地域の人々と大学生が協働して進めていくプロジェクトは、空家問
題を解決する一つのプロトタイプ。

• 今後の課題︓学生が授業主体的な動きをしていく必要性があり、運
用も学生が関与していきたい。SNSを活用した有効な広報活動など、
ゲストハウスの需要回復が見通せない状況下、コロナ後の状況に対
応した進め方が必要。

• 呉西圏域の南砺市以外の地域においても、今までのノウハウを生か
して地域活性化を目的に、活動しているグループと連携し、他の地
域でも水平展開したい。


